
令和5年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。

１：８０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。

１：８０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。
１：８０％未満であった。
４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。

１：８０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。
２：８０％以上の教員で行った。
4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：年度内に策定し、ホームページ等にて周知した。

３：計画的に年度内に策定した。

２：年度内に策定できなかったが、すぐに策定できる。

１：策定できなかった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

3.3

１：
80％
未満

Ｄ 0

3

（回収率約７２％）
「とても思う」「思う」と肯
定的に回答した保護者
の割合は、86.3％であ
り、指標は３となった。昨
年度よりも高い評価と
なった。
今年度は昨年度の評価
結果を受け、週複数回
のペースでホームペー
ジ更新を行っているが、
全保護者が把握してい
るとはいえないと推測す
る。このため、現状の後
進ペースを維持し、学校
便り、配信メール、PTA
だより等において周知を
行っていく。

Ａ 6

・近年、ご家庭の行事への参加人数が増えている
感がある。更な学校・家庭・地域の連携に尽力して
ほしい。（ボランティア参加の促進）
・学校便り、PTA便り等をじっくり見ている人とそうで
はない人との偏りが大きい。情報を発信しても届い
ていないことを感じる。
・それぞれ担う役割は、現段階ではできているよう
に思う。今後コロナが静まり、活動が活発になれ
ば、良い方向に動き出すのではないか。
・プリント配布にしても、ホームページにしても見て
いる保護者はどれくらいいるのだろう。実態を知っ
て、見ってもらう方策が必要である。
・地域と児童との交流を増やしていきたい。
ホームページの存在をもっとアピールした方がよ
い。

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

3.5
３：
85％
以上

B 4

Ｃ 0

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

4.0

保護者アンケート
「学校は、学校だ
よりや学校ホーム
ページなどの情報
で、学校の様子が
分かるようにして
いる。」について、
肯定的に回答した
保護者の割合

４：
90％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

3.3 ２：
80％
以上

PTAと連携し、糀谷小ＳＮＳルールを改定す
る。

3.1

１：
80％
未満 Ｄ 0全教員が、年休取得１５日以上、１９時退勤

を実施し、年間平均長時間勤務４５時間未
満とする。

3.0

3

「とても思う」「思う」と肯
定的に回答した全児童
の割合は、85.0％であっ
た。８割以上の肯定的
回答率ではあるが、９割
以上は本来目指してい
きたいところである。児
童が安心できる居場所
は教員の人間性と指導
力の向上が必須とな
る。
教職員の働き方改革と
指導力の向上を両輪に
して教育経営を行い、魅
力ある環境をつくってい
く。

Ａ 6
・教員の皆様の日々のご苦労に心から感謝申し上
げる。指導力の向上は教員として不可欠なので、今
後ともよろしくお願いしたい。（ケアを怠りなく）
・夜、学校に行くとほとんどの先生方が退勤されて
いた。先生方の多岐にわたる仕事内容は日々大変
だと思う。しかし、あまりに「働き方改革」を全面い出
されてしまうと、学校行事を一緒に行う時に、温度
差を感じてしまう時があった。
・公開授業だけですが、教員の皆さんの前向きさを
感じ、指導力も確実にレベルアップしているように思
う。
・子どもからは「学校は楽しい」といつも聞いている。
・制限のある中での研修は大変だっと思う。
・学ぶことはとても楽しいと思えるようになるとよい。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

3.6
３：
85％
以上

Ｂ 4

Ｃ 0

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。 3.1

児童アンケート「学
校はとても楽しい
と思う。」につい
て、肯定的に回答
した児童の割合

４：
90％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。 3.1 ２：

80％
以上

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

Ｄ 0

3

（回収率約７２％）
「とても思う」「思う」と肯定
的に回答した保護者の割
合は、85.0％であり、指標
は３となった。昨年度より
も指標を厳しくしている。
性教育の授業公開等を行
うとともに、ゲーム依存等
について体育・健康教育
授業地区公開講座等で積
極的に扱ってきた。
体力向上については依然
課題が多いので、業間体
育等検討していく。

Ａ 6

・子どもの感想文おなかにも「校庭が広い」ことが高
く評価されている。楽しく続けられる体力の向上を目
指していただきたいと思う。
・体力向上に関しては、コロナ禍の影響で自宅での
ゲームなど内向的な面がまだまだ多い。
・公開講座はよいものでした。もっと多くの保護者に
見てもらう方策が必要である。
・スポーツにはルールがあるから、心の育成には適
していると思う。
制限された数年間での体力低下が心配である。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3.4

３：
85％
以上 B 3

Ｃ 1

児童の成長に合わせて、「性教育 」の授業
を行う。

１：
80％
未満

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

3.6

保護者アンケート
「学校は、コロナ対
策をしながら、心
身の健やかな成
長のために体を
使った体育健康教
育を行っている。」
について、肯定的
に回答した保護者
の割合

４：
90％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。 3.3

２：
80％
以上

3.3

２：
80％
以上

Ｃ 3

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。 3.6 １：

80％
未満

Ｄ 0
糀谷小ウェルビーイングの実現につなげ
る、人権教育やキャリア教育等ゲストティー
チャーによる授業を実施する。

3.2

1

「とても思う」「思う」と肯定
的に回答した全児童の割
合は、73.1％であった。
まとまりの母集団を変え
てみると、第１、２、３学年
のまとまりでは、肯定的に
回答した児童の割合は
74.4％、第４、５、６学年の
まとまりでは71.7％、最学
年の第６学年単独では
77.4％であった。上級学
年になるほど、肯定的回
答率が上がるのはよいこ
とである。下級学年にお
いては自己肯定感の低さ
が課題とも考えられるた
め、教職員は今以上に受
容する姿勢に努める必要
がある。家庭との連携を
図り、児童のよさを受け止
める力の育成のための研
修を行っていく。

Ａ 2

・子どもの正義感や自己肯定感、自己有用感など
は、人の成長期に大きく育まれる。家庭との連携は
もとより、否定的に回答された方々へのアプローチ
を検討していただきたいと考える。
・内面的なことなので判断がつきにくい。
・私の子どもも「私は駄目だから・・・」と言う。理由は
分からない。
・道徳教育などを通してでいじめを防止していほし
いと思う。
・家庭個々の問題も大きいため、家庭との連携が大
事であると感じる。自分の子どもにはつい厳しく悪
いところばかり見えてしまうけれど、良いところを見
てあげなければと思う。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

3.1 ３：
85％
以上

Ｂ 5

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

3.3

児童アンケート「自
分にはよいところ
があると思う。」に
ついて、肯定的に
回答した児童の割
合

４：
90％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

3.5

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

3.6

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生かす。 3.4

１：
80％
未満

Ｄ 0読書全体計画に基づき、学校図書館等の
図書資料を活用する授業を行うなど、読書
活動の充実を図る。

3.3

４：
90％
以上

3

（回収率約７２％）
「とても思う」「思う」と肯
定的に回答した保護者
の割合は、87.0％であ
り、指標は３となった。指
標の４に至るには3ポイ
ント必要である。
全教員が一人１台端末
の活用事例を作成し、
共有し合うなど研究実
践をしてきた成果である
と考える。
今後も区施策を踏まえ、
学習カルテの活用の充
実を図るとともに、読書
活動を授業に取り入
れ、授業の充実を図っ
てい行きたい。

Ａ 7
・ＩT化の進展は好ましいことだが、同時に子どもの
視力低下や会話の減少等にも結び付くので、対応
策の見当もお願いしたい。
・昨年度末から朝の読み聞かせを復活させた。読み
手の確保が難しい。来年度は読み手の確保に努め
たい。
・子どもたちが興味をもつタブレットを活用し、授業
を見て子どもたち一人一人が自ら学ぶ姿が見られ
た。
・タブレット、電子黒板を使用しながら、分かりやす
い授業をしようとしていることが伝わってくる。
・算数は基礎が大事だといわれる。タブレット等など
を活用して家庭学習が大事である。
・これからの時代にはタブレットの活用が必要であ
るが、文章読解力がその前提として大事である。

３：
85％
以上

Ｂ 3

２：
80％
以上

3.6

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

3.2

保護者アンケート
「教師は、タブレッ
トや電子黒板等の
ＩＣＴを活用するな
ど、児童が分かり
やすい授業を行っ
ている。」につい
て、肯定的に回答
した保護者の割合

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。 3.1

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。 3.5

3.5

２：
80％
以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

3.0 １：
80％
未満

Ｄ 0更なる一人１台端末等ＩＣＴの活用により、
一人一人の力を最大限に伸ばす教育活動
を実施する。

6
・コロナ感染の影響で、従前に比して、交流の機会
がどうしても減少しがちである。ご努力されているこ
とは十分承知しているが、更なる交流の場の設定を
期待する。
・少ない授業参観を補足できたら、と思い、ミシン手
伝い、朝読み聞かせ等のボランティア募集をして子
どもたちの様子を見てもらう機会を増やしたつもりだ
が、それでもボランティアが集まらず、残念。
・コロナ禍においても、最大限子どもたちと接してい
ると思う。ライブ配信等も活用して、学校の様子を保
護者に伝える努力をしている。
・これからいろいろと今までの失敗を改善できれば、
保護者も納得できる配信ができるようになると思う。
学校で子どもたちを見ることができれば、保護者の
評価も上がる。
・コロナ禍のため、マスクを着けると表情が分から
ず、コミュニケーションがとりずらかったと思う。
・新型コロナウイルス感染症が落ち着いて、もっと活
発に活動していけることを願う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3.2 ３：
85％
以上

Ｂ 4
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 3.7

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3.5

保護者アンケート
「授業を通して、児
童同士の交流が
行われている。」に
ついて、肯定的に
回答した保護者の
割合

４：
90％
以上

3

（回収率約７２％）
「とても思う」「思う」と肯
定的に回答した保護者
の割合は、85.1％であっ
た。コロナ対策のため数
少ない授業参観となり、
保護者には申し訳ない
と感じている。しかし、数
少ない授業参観であっ
ても、児童の交流の場
面を授業に取り入れ日
常の教育活動を進めて
いることが分かる。
今後は、保護者に児童
の様子を見ていただく機
会を増やすとともに、一
人１台端末の活用を推
進いたしたい。

Ａ

令和４年度　大田区立糀谷小学校　自己評価　報告書

１　令和４年度は、児童５５７人、正規の教職員２５人で、大田区立学校として求められる教育活動を推進します。
２　「温故知新」は、初代校長 宮田 高男先生の言葉です。前に学んだことや昔のことを調べ考え、新たな知見を見いだし、自分のものとすることです。これは、まさに学校教育の学びそのものであります。教科書を使って、自ら新しいことを学び考え行動し、創造力や個性を伸ばし、人間性を豊かにしてい
くことと同意であると考えます。
　また、糀谷小学校の教育は、教育基本法の精神に則り、人間尊重の精神を基調とします。糀谷地域の一員としての自覚の基、ふるさと大田区に誇りもち、自らの力で人生を切り開き、「未来へ躍動する国際都市　おおた」で活躍する、心身共に健康で、豊かな人間性と未来を創る力のある人材を育て
ます。そして、一人一人の個性や能力に合わせたカリキュラム・マネジメントを通して、地域社会に開かれた教育課程を実現します。
これらのことから、本校は、以下の児童像を掲げ、児童のウェルビーイングの実現を目指し、自ら主体的に目標を設定し、振り返りながら、責任ある行動がとれる力を育成する教育活動を推進します。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標 成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

令和４年度の自己評価は、成果指標の区切りを令和３年度よりも高く設定するとともに、各項目区切りの数値を統一しています。


